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　国土地理院では，山崎断層の動向を把握するため，1976 年断層をまたぐ小型菱形基線を設置

し観測を実施した。今回，はじめての繰返し観測を行ったので報告する。測距儀は公称精度 2

㎜というテルロメーター MA100 である。なお，同地域における二次基準点測量から求めた広域

水平歪については，すでに報告されている。（1）

　測量結果を第 1 表に，水平歪を第 1 図に示す。東西方向に縮みの傾向が見られるが，変動は

微小であり，有意な変動はないものと思われる。今後とも，観測を繰返す計画である。
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第 1 表　夢前菱形基線測量結果（ 1977 － 1976 ）
Table. 1　Result of observations at Yumesaki Rhombus Base Line by means of Tellurometer MA-100
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第 1 図　夢前菱形基線の辺長変化と水平歪
Fig. 1　Changes of side length and horizontal strain at Yumesaki Rhombus Base Line.
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